



























































・寛永 13 年（1636）：10 月 13・24 日、琉球人
ら仙洞御所（後水尾上皇居所）で奏楽。
2．寛永 3 年の琉球使節と後水尾天皇















































































































































































































































1621 年（元和 7・天啓 1）若里之子となったが、
1629 年（寛永 6・崇禎 2）に島津家久より将軍家光
を請待するための楽童子派遣の命が下り、5人のう
ちの 1人に加えられた。宗淳数え 13 歳の時であ
る。これは「御成之記」と一致している。宗淳らは
「主取」欽氏城間親雲上清信に従って同 12 月 14 日
































































ち、帰国の翌 1631 年（寛永 8・崇禎 4〈崇禎 3年
とするが誤りであろう〉）4月、家久の命を受けた
在番奉行菱刈伴右衛門より知行 20 石を給され、つ
いで 1636 年（寛永 13・崇禎 9）に黄冠に叙せられ






4．寛永 11 年ならびに 13 年の使節の上洛




































































　琉球使節の上洛はそれから 2年後の 1636 年（寛






























せたのにはじまって、1630 年（寛永 7・崇禎 3）大








































（1）  宮城氏は 1634 年（寛永 11）に始まった謝恩使は 1644 年（正保 1）・1649 年（慶安 2）と続き、「慶賀使」の
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